
(226) 印度學佛教學研究第42巻第2号 平成6年3月

元暁の 『金剛三昧経論』に於ける論理構造の特色

―無二而不守一思想―

佐 藤 繁 樹

新羅元暁大師(617-686)が 『金剛三昧経』1)を論釈 した 『金剛三昧経論』2)は

現存著書22点 中,最 も分量が多く,貴 重な文献にして,唯 一な禅経論書3)と 言 う

ことができる。

『金剛三昧経』は水野弘元先生によって,648年 以後665年 頃迄に中国 で撰述 さ

れたもので,入 実際品中に見える二入論の思想は菩提達摩の二入四行論 より影響

を うけたものである4)と発表されて既に久 しい。周知の如 く,こ うした考えは学

界の認める所 となってお り,金 剛三昧経は仏説の権威を借 りて達摩の二入四行論

の思想や道信 ・弘忍などの東山法門系の守一思想などを宣揚する為に書かれた経

であると言われている5)。 しかし,元 暁の 『金剛三昧経論』の思想による限 り,

そ うみるのは難 しい。 この金剛三昧経には,南 北朝から晴代当 りの中国で問題 と

なった殆んど全ての教理学説が網羅されていると言われる6)。それは何故か と言

うと,こ の経の根本思想が一味真実の世界を明らかにして一人 りも洩れな く帰一

心源する事ができるようにす ることにあったからである。その為には仏教の根本

諸思想を綜合 して,絶 対空の真理界を確実なものとし,す べてのものに絶対的な

確信を与える必要があったからにほかならない。

ところで,元 暁は経の根本思想である一味真実の世界を端的に無二而不守一 と

いう思想構造によって表現 した。 この事は元暁がこの経を終始一貫して無二而不

守一思想を以って論釈 した事を表明してお り,こ の事から彼の 『経論』に於ける

論理構造の特色が無二而不守一思想にあったことを物語っている。而 も一味真実

の世界を無二而不守一思想をもって表現 した事は,元 暁の根本思想が無二而不守

一思想にあったことをも同時に示 した事になる。従 って,無 二而不守一 とい う思

想的立場を自らの真の主体 とした経 と元暁 とは,明 らかに達摩の二入四行論の思

想や守一思想などの立場 と一線を画 したものと考えなくてはならない。

そこで,『経論の』論理構造が無二而不守一とい う思想構造に あ る事を論証す

ることになる。最も妓では,経 論全体に亘って論証する余地をもつ ことができな

いので,無 二而不守一 とい う思想構造 の成 立 を明確 に した真 性空品の一四句
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偈7),経 の大意である一心之源 と三空之海8),及 び入実際品中で展開され た三空

の論理9)な どから,そ の論理構造の特色が無二而不守一思想にあったことを論究

す ることに止めたい。

真性空では,利 根の者の為に無二而不守一中,無 二即ち,絶 対空 ・能所平等無

二処が徹底 して説かれ るのに,鈍 根の者の為には,因 縁所生義 ・是義滅非生 ・滅

諸生滅義 ・是義生非滅 という一四句偈が説かれた。経では,一 切 仏法 摂存 一偈

中,と 言い,元 暁は仏法之要在此四句 と言った。 この四句にこそ経の根本要諦が

あると把えた元暁が この四句を熱心に説明する処で,経 論の論理構造の特色であ

る無二而不守一 とい う用語をたった一度使った ところには,す でにこの経の全体

思想に対した論理構造の総結 として構想されていた ものと考えられる。元暁は前

二句を融俗為真,平 等義(不 守一而無二),後 二句を融真為俗,差 別門(無 二而不守

一)と 論釈 した。更に真俗無二而不守一,由 無 二 故即 是一 心,不 守一故挙体為

二,如 是名為一心二門,大 意如是,と 言った。これに よれば,『 大乗起信論』の

一心二門を土台としてこの無二而不守一 とい う思想構造が成立した事が分る。一

偈捻別之義では,生 即寂滅而不守滅,滅 即生而不住生,生 滅不二,動 寂無別,如

是名為一心之法,難 実不二而不守一,挙 体随縁生動,挙 体随縁寂滅,由 是道理,

生是寂滅,寂 滅是生,無 障無尋,不 一不異 と謂 った。 この無尋 自在な生滅の論理

が無二而不守一 ・不守一而無二の成立根拠 となった論理 と言 うことができるこの

構造は永遠に滅することのない真実な世界を表現 した構造である。 この構造は自

己の真の主体であ り,仏 の心的構造であ り,法 の究極 した本質的な在 り方でもあ

る。三空の論理をみると,空 相亦空を俗諦中道,融 真為俗(無 二而不守一)と し,

空空亦空を真諦中道 ・融俗為真(不 守一而無二)と 元暁は説明したから,こ れ ら二

っは各々一偈の差別門 ・平等義に該当し,所 空亦空は一心一法界で,非 真非俗無

辺無中之中道とした。これは一偈を捻括 した一心法に当る。従って,三 空の論理

と一偈とは無二而不守一 ・不守一而無二,平 等而差別.差 別而平等を構造 とした

論理で同義である事が分る。而も三空の論理は入実際品思想の中核 とみることの

できる論理である。

経の大意である一心之源では,離 辺而非中,非 中而離辺とあ り,前 者の論理は

有無 ・是非の無尋自在を表現 したものであ り,後 者の論理は不有即不無 ・不無即

不有である。 この事は不有不無而有無 ・有無而不有不無を表現 した論理で,こ の

構造は無二而不守一 ・不守一而無二である事が分る。絃に言 う不有之法 ・不即住

無 ・不無之相 ・不即住有は,三 空を説 く経に出る。妓の元暁の説明をみると,一
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偈 と三空の論理の説明と同一じ論法であるから,こ の一心之源も亦一心一法界を表

現 したもので,無 二而不守一思想に基いた事 も明白である。

経の大意である三空之海は三空の論理の説明と全 く同じで,融 二而不一 ・不一

而融二 とある。前の論理は真俗染浄が無尋 自在 で あ る事,後 の論理は非真即非

俗,非 俗即非真である事から一心之源の論理 と同 じである。妓 も無尋自在なの

は,そ の論理が非真非俗而真俗 ・真俗而非真非俗を表現 したからである。これら

も又無二而不守一 ・不守一而無二を構造 としたものであることが分る。

以上から一心之源 ・三空之海 ・三空の論理 ・四句の論理も皆なすべて無二而不

守一思想を根本 とした事が分る。元暁の 『金剛三昧経論』は汲めども尽 きない珠

玉の思想に満ち溢れているけれ ども,今 は最も重要 と考えられたものの中から若

干選び,経 の根本思想並びに経論の論理構造の特色を無二而不守一思想にある事

を論証 したにすぎない。 この無二而不守一 ・不守一而無二 とい う構造は妙覚無住

地10)と言われるように,仏 の心的構造を顕わ し,無 住の構造でもある。経で仏教

無住之詮 と言った のを,元 暁は不住二諦(無 二)而 不在中(不 守一)錐 不在中(不

守一)而 離二辺(無 二)11),と 論釈した事から明白である。 元暁は無二に偏 らず,

不守一・に傾かない無二而不守一 と言 う思想構造に経の根本思想をみ た のみ な ら

ず,元 暁思想の核心である和諄の成立根拠 となったものである事から考えても,

この構造は元暁哲学の根本思想を端的に表現した:構造 とい う事が出来る。
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